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分 会 名  

            

氏  名 

岡山駅連合分会 真鍋 昊大 

岡山駅連合分会 片岡 海晴 

岡山駅連合分会 関 紗月姫 

岡山駅連合分会 中井 悠斗 

岡山駅連合分会 西田 華音 

岡山駅連合分会 牧野 哲平 

岡山駅連合分会 山口 哲平 

岡山車両分会 草井 大和 

岡山車両分会 久保 諒馬 

岡山車両分会 真野 稜大 

岡山保線区分会 安藤 サチコフエツ 

倉敷駅連合分会 池田 愛伶奈 

倉敷駅連合分会 杉山 光志 

倉敷駅連合分会 渡邊 穂乃花 

倉敷電気分会 池宗 翔 

倉敷電気分会 松本 弘平 

新見支部 山本 大翔 

倉敷保線区分会 前川 凜 

津山支部 中野 優誠 

福山駅連合分会 小林 功来 

福山新幹線工務分会 内山 俊 

福山保線区分会 山戸 翔 

  

  

 

 

岡
山
地
本
は
１
月
１
５
日
（
水
）

１
２
時
半
～
フ
ェ
ア
レ
ー
ン
岡
山

に
お
い
て
「
第
１
１
回
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
約

６
０
名
が
参
加
し
、
競
技
を
競
い

ま
し
た
。 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
２
ゲ
ー
ム

の
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
で
順
位
を
決

定
し
ま
し
た
。
岡
山
地
本
大
会
は

本
部
大
会
の
予
選
を
兼
ね
て
お
り

成
績
上
位
者
か
ら
男
性
の
部
で
は

江
見
さ
ん
（
岡
山
運
転
区
分
会
）

浦
上
さ
ん
（
岡
山
総
合
指
令
所
分 

会
）
平
田
さ
ん
（
岡
山
車
掌
区
分

会
）
好
本
さ
ん
（
岡
山
運
転
区
分

会
）
三
木
さ
ん
（
岡
山
総
合
指
令

所
分
会
）
、
５
０
歳
以
上
で
は
白

井
さ
ん
（
岡
山
車
掌
区
分
会
）
、

女
性
の
部
で
は
重
友
さ
ん
（
福
山

列
車
区
分
会
）
井
上
さ
ん
（
岡
山

車
掌
区
分
会
）
の
８
名
が
地
本
代

表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
大

会
は
２
月
２
６
日
に
神
戸
地
本

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

岡
山
地
本
は
１
月
１
８
日
（
土
）

１
７
時
～
オ
ル
ガ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
賀
詞
交
歓
会
」
「
２
０
歳
を

祝
う
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
賀

詞
交
歓
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
り
５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。 

初
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
泉 

～ 安 全 確 立 に 向 け 一 致 団 結 し よ う ～  

今後の主な予定 
●中央本部「第 43回中央委員会」 

・日 時：2月 5日(水)12:00～ 

・場 所：ホテルマイステイズ新大阪 

●岡山地本「ユニオンカレッジ・  

役員基礎コース」 

・日 時：2月 8日(土)13:00～ 

・場 所：岡山国際交流センター 

●岡山地本「第 36回地方委員会」 

・日 時：2月 16日(日)12:00～  

・場 所：オルガホール 

 

 

２

０

２

５

安

全

の

集

い 

地
本
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

副
委
員
長
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
の
紹
介
と

挨
拶
が
あ
り
、
連
合
岡
山
森
会

長
、
津
村
衆
議
院
議
員
、
柚
木
衆

議
院
議
員
、
高
原
岡
山
県
議
会
議

員
、
藤
原
倉
敷
市
議
会
議
員
、
林

岡
山
支
社
長
よ
り
挨
拶
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
挨
拶
の
後
は
参
加
者

で
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

次
に
賀
詞
交
歓
会
の
中
で
２

０
歳
を
祝
う
会
が
開
催
さ
れ
、
高

木
青
女
委
員
長
よ
り
２
０
歳
を

迎
え
る
組
合
員
の
紹
介
と
、
泉
副

委
員
長
よ
り
記
念
品
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
２

０
歳
を
代
表
し
て
、
福
山
保
線
区

分
会
の
山
戸
翔
さ
ん
か
ら
お
礼

と
決
意
表
明
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、

林
支
社
長
を
交
え
て
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。 

岡
山
地
本
は
１
月
１
８
日
（
土
）

１
５
時
～
オ
ル
ガ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
２
０
２
５
安
全
の
集
い
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
約
９
０
名
が
出

席
し
、
２
０
２
５
年
の
安
全
確
立

を
誓
い
ま
し
た
。 

初
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
泉

副
委
員
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
来
賓
紹
介
が
あ
り
、

中
央
本
部
川
端
副
委
員
長
よ
り
・

安
全
確
立
に
つ
い
て
・
参
議
院
議

員
選
挙
に
つ
い
て
・
２
０
２
５
春

闘
に
つ
い
て
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。 次

に
中
央
本
部
中
村
業
務
部
長

よ
り
「
鉄
道
安
全
考
動
計
画
の
検

証
と
安
全
へ
の
取
組
み
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
２
０
２
２
年
に

各
支
部
・
分
会
を
対
象
に
実
施
し

た
「
安
全
検
証
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

振
返
り
と
活
用
に
つ
い
て
（
前
回

２
０
２
０
実
施
と
の
比
較
、
安
全

考
動
計
画
２
０
２
７
へ
の
反
映
）
、

安
全
衛
生
委
員
会
の
活
用
に
つ
い

て
（
労
働
災
害
の
防
止
、
快
適
な

職
場
環
境
作
り
）
、
安
全
お
守
り

手
帳
の
活
用
に
つ
い
て
（
中
央
本

部
・
各
地
本
の
活
用
事
例
）
の
特

別
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
義

の
後
に
は
参
加
者
か
ら
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
今
井
書
記
長
の
挨
拶
で

「
２
０
２
５
安
全
の
集
い
」
は
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

２０歳おめでとうございます 

 

今
年
度
は
２
２
名
の
組
合
員
が

２
０
歳
と
な
り
ま
し
た
。
所
属
す

る
支
部
・
分
会
か
ら
も
お
祝
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

最
後
に
参
加
者
全
員
参
加
の
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
吹
抜
副
委
員
長

賀
詞
交
歓
会
・
２
０
歳
を
祝
う
会 

の
挨
拶
で
「
賀
詞
交
歓
会
」
「
２
０
歳
を

祝
う
会
」
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 


